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Ⅵ 関連する留意事項等 

 ９ 博士課程学生の処遇の改善について 

 

 「第６期科学技術・イノベーション基本計画」（令和３年３月 26 日閣議決定）において

は、優秀な学生、社会人を国内外から引き付けるため、大学院生、特に博士後期課程学生に

対する経済的支援を充実すべく、生活費相当額を受給する博士後期課程学生を従来の３倍

に増加すること（博士後期課程在籍者の約３割が生活費相当額程度を受給することに相当）

を目指すことが数値目標として掲げられるなど、各研究機関におけるＲＡ（リサーチ・アシ

スタント）等としての博士課程学生の雇用の拡大と処遇の改善が求められています。 

 さらに、「ポストドクター等の雇用・育成に関するガイドライン」（令和２年 12月３日科

学技術・学術審議会人材委員会）においては、博士後期課程学生について、「学生であると

同時に、研究者としての側面も有しており、研究活動を行うための環境の整備や処遇の確保

は、研究者を育成する大学としての重要な責務」であり、「業務の性質や内容に見合った対

価を設定し、適切な勤務管理の下、業務に従事した時間に応じた給与を支払うなど、その貢

献を適切に評価した処遇とすることが特に重要」、「大学等においては、競争的研究費等への

申請の際に、ＲＡを雇用する場合に必要な経費を直接経費として計上することや、ＲＡに適

切な水準の対価を支払うことができるよう、学内規程の見直し等を行うことが必要」とされ

ています。 

 これらを踏まえ、科学研究費助成事業において、研究の遂行に必要な博士課程学生をＲＡ

等として雇用する場合、各研究機関の定める基準により、業務の性質や内容に見合った単価

を設定し、適切な勤務管理の下、業務に従事した時間に応じた給与を支払うこととしてくだ

さい。 

 また、学生をＲＡ等として雇用する際には、過度な労働時間とならないよう配慮するとと

もに、博士課程学生自身の研究・学習時間とのバランスを十分考慮してください。 

 


